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論文内容要旨
 第1章
 相内鉱山は戦後に開発された黒鉱鉱山であり,近年秋田県大館一鹿角地域の大鉱床発見の端緒に
 なった鉱山である。
 本地域の地質鉱床の砺究は木下亀城(1931,廻44),竹内常彦,南部松夫(1949,1950)の研
 究があるが,詣時は金山沢鉱床,湯の沢鉱床の2鉱床の稼行だけで,まだその全容を総括したもの
 はない。著者は1951年以来本地域の地質鉱床学的砺究を行って来たが,相内鉱山潤辺の地質構造
 と鉱床胚胎の場をあきらかにするとともに2,3の籍しい事実を見出したので,これに基き黒鉱鉱
 床の成因的考察を論述する。
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 第2章
 相内鉱山は秋田県鹿角郡小坂町字相内にあり,小坂鉱山の北々西約6.5㎞にある。
 沿革はi861年頃金山沢鉱床を発見稼行したものという。その後幾多の変遷を経て現在の盛況
 に至った。鉱床は大黒鉱床をはじめとして6鉱床があり,いずれも黒鉱鉱床卦よび黒鉱式鉱床であ
 る。
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 第3章ノ
 地質は第三紀層と第圃紀層からなる。
 第三紀屠は西黒沢階に対比される相内暦齢よび末広沢層と,女川階に対比される曲膣沢層と古遠
 部川層からなる。各層の特徴は,相内層は流紋岩齢よび同質凝灰岩・末広沢層は安山岩澄よび同質
 凝灰岩からなり,曲渥沢層は変質玄武岩類,古遠部屑屑は石英安山岩質凝灰岩と泥岩の互層である。
 主な火成岩は金山沢流紋岩,大槻沢石英安山岩,中の橋石英安山岩,東又沢石英安山岩のほか書遠
 部粗粒玄武岩がある。これらは第三紀め各層を岩脈岩床として貫き,または湛入する。第凶紀層
 は第三紀層を不整合に覆い,段丘堆積物十和田火山噴出物と沖積層からなる。
 地質構造は,1V-5系とE一群系断層の2系統がある。後者のE一班系は新旧2つの断層に分れ
 る。旧期のE一群系断履は第三紀の地層を南方に落すステップ式断層都をもつて山系一平坦台地一
 盆地地形に移化する本地域特有の地形を形成した。
 その後基盤構造に支配されたN-S系断層群が発達し,前記E一解系断鷹を切る。これらN-S
 系断層が君一班系断層を切り,しかもこれらの交叉による破砕帯の形成は鉱床生成に重要な場を毒
 えていることを指摘した。
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 鉱床の母岩と鉱床胚胎の場について
 (1噛屋沢層を帽岩として末広沢層に胚胎する鉱床(2沽遠部粗粒玄武岩岩脈を帽岩とする鉱床
 (3湘内層に胚胎する鉱床の3項目に分けて説明し,当地域の黒鉱かよび黒鉱式鉱床が鉱床によって
 胚胎の場が層位的に異なることを明らかにした。
 また,弁天鉱床中に発達する古遠部粗粒玄武岩岩脈を黄鉱が交代する事実を発見したことは,帳
 岩としての裏付けは勿論本岩脈の活動期が女川階中期以降一船川階と考えられているの℃鉱床
 生成時期の検討に貴重な資料をもたらした。
 鉱床の規模と形態を記載し黒鉱鉱床の全体的な形態は扁平塊状または層状であるが,これを黒
 鉱,黄鉱珪鉱の3鉱体に分け,卦の訟のを見た場合珪鉱は一般にドームまたはチムニー状,黄鉱
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 黒鉱は層状になる。そして黒鉱,黄鉱は珪鉱上部に乗るが,むしろ珪鉱上部より珪鉱から離れて凝
 灰岩粘土中に層状に発達する傾向が強いことを指摘し,この理由として黒鉱黄鉱珪鉱は齢の
 齢の生成環境と条件に調和して,母岩を選択交代したものと考察した。
 鉱床の分布と地質構造の関連性について
 (11末広鉱床一難鉱床,弁天鉱床一大黒鉱床のN-5系破砕帯に沿う鉱床配列と,(2)鉱床の帽岩とな
 る曲屋沢層下部の地下等高線と鉱床分布から,鉱床は複雑な沢地形か凹地に存在すること。しかも
 複雑な沢地形,凹地の形成は,!ぜ一S系断層群とE一群系断層との交叉部にあること。(3)
 湯の沢鉱床の網状脈がハ偏S系,E一群系断層交叉による破砕帯に富鉱部が形成され鉱床の下部は
 N-3系鉱脈が発達すること。(41鹿角地域の黒鉱鉱床が押一S系構造線帯に発達することなどを
 あ賦鉱床の配列は!V-S系に主体をむき,しかもE一班系断層と交叉する破砕帯に鉱床が集中す
 ることを指才商した。
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 第5章
 鉱床中の黒鉱,黄銃珪鉱石膏について産状別に観察した。とぐに黒鉱,黄鉱中に黄鉄鉱など
 のコ・フォーム総織と閃亜鉛鉱中の懸滴状黄銅鉱の分布的特徴を考察した。石麿の記載中,曲屋沢
 層の変質玄武岩を切る10数系の硬石膏鉱脈の存在を指摘した。
 第6章
緬
 母岩の変質について,これを鉱床周辺のものと,鉱床から離れたものとに分け.珪化,緑泥石化
 鵜土化について研究した。珪化作潮は鉱床生成に直接関毒するものと,流紋岩活動に直結する2つ
 の珪化作用が考えられる。
 緑泥石化作用は諸事実に基き,鉱化作用の前駆から鉱床生成後も継続して行われた可能性が考え
 られる。
 粘土化作用は,鉱床周辺は粘土鉱物として緑泥石とカオリン鉱物(カオリナイト,ハ・イサイト,
 ハイドレーテツドハ・イサイト)で代表される。鉱床からかなり離れた暢所の鉱床母岩では,鉱床
 賦存帯は絹雲母、石英帯,その外縁は長石・絹雲母帯→長石1モンモリ・ナイト帯の3帯の帯状区
 分が見出された。
 第7章
 鉱石の生成順序は珪鉱→黄鉱つ黒鉱→石膏の順で,鉱物の生成順序は黄鉄鉱,黄銅鉱閃亜鉛鉱,
 方錐鉱,斑銅鉱四面銅鉱砒四面銅鉱,硫硯銅鉱重晶石硬石畳石縁方解石の願である。
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 第8章
 黒鉱むよび黒鉱式鉱床の成因研究にあたって,(1)鉱床胚胎の場が冷の澄のの鉱床によって層位的
 に異なること。(2)古遠部粗粒玄武岩を交代する黒鉱齢よび黄鉱が発見された事実。(3)古遠部粗粒玄
 鼠岩の活動時期が女川階中期以降一船川隣のものと考えられること。(4)曲屋沢層と古遠部粗粒玄武
 岩は帽岩的役割を果していること。(5)鉱床の分布はN-S系構造線に斐配され,しかも中新世末期
 に行われたグリーン・タフ地域の構造線帯にあること。(6)鉱床の形態のいかんは鉱液の母岩に対す
 る選択,交代が大豊く左右することなどの諸事実に基き,鉱床は中瓶世末期(船川階一北浦階初期
 ?)の火成活動と成因的に関係をもつ浅熱水性交代鉱床である。
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 第9章
 本地域に見られる黒鉱式鉱脈かよび裂か充填鉱床の主なものは,女川階に属する古遠部川層に胚
 胎し,黒鉱鉱床胚胎の主体をなす層準より上部に発達することを指摘した。
 、画嚢
 第三0章
 相内鉱山周辺にある噴泉塔と演卑の状況を記載し,温泉(炭酸泉)が鉱化作用の残留液として挙
 動した事実を指摘した。
 第iL章
 以.上の諸事実齢よび考察を要約的に記載したほか,これらを総括して当地域に賦存する黒鉱鉱床
 かよび黒鉱式鉱床は,中断世末期の活動による火成活動と成因的に密接な関係をもつ浅識水性交代
 鉱床に帰納される。
参考論文
 (11相内鉱山の黒鉱鉱床昭和35年度日本鉱業会主催黒鉱鉱床研究会資料(1960)
 (21相内鉱山探査の過程鉱山地質旦79～86(1963)
 (3)相内鉱山に沿ける黒鉱鉱床の地質と探査日本鉱業会昭和39年度春季大会分科研究会資料
 1～4(1964)
 (41Geo隻・9圭calstructuresandc賄aracteristicsofblackoredePositsofthe
 AinalMine,Jour.Jap.Ass㏄.Min・Pet.Ec⑳・Geo}.52,129～146.
(1964)
 (5)秋田県相内鉱山産ブラウン鉱について東北大学選鉱製錬研究所彙報20,2,(三964)
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論文審査要旨
 き言ノ
 ザ
 石井康夫提出の学位論文は相内鉱山周辺の地質鉱床学的研究と題し,本文233枚附図24
 附表21,1写真68からなっている。
 相内鉱山は秋田県鹿角郡小坂町にあ診,現在北鹿地区と称せられ,黒鉱々床の発見がつづいて
 いる小坂鉱山,古遠部鉱山,釈迦内鉱山,花岡鉱山などの密集する地域の北東部に位する。石井
 は1951年以来本地域の地質鉱床学的研究に従事し,その研究結果にもとづいて相内鉱山の探鉱を
 行ない,小坂鉱山内の岱鉱床の発見に先立っこと4年,1955年に末広鉱床を発見,ついで大黒鉱床
 弁天鉱床横俵鉱床と連続して新鉱床を発見して,本地域の黒鉱々床発見の先駆者となり,一方
 黒鉱々床地域の地質沿よび鉱床成因について独自の研究費料から本論文をまとめている。
 本地域の地質は第三紀彌黒沢階に対比翫掴内層むよび末広沢層と女川階に対比される曲屋沢
 層と古遠部川層からなる。相内層は流紋岩齢よぴ同質凝灰岩,末広沢層は安山岩沿よび同質凝灰
 岩からなり,曲屋沢層は変質玄武岩,古遠部川層は石英安山岩質凝灰岩と泥岩の互層からなって
 いる。むもな火成岩は金山沢流紋岩.大槻沢石英安山岩,中の橋石英安山岩,東又沢石英安山岩
 のほか古遠部粗粒玄武岩がある。第四紀層は段丘堆横物誇よび十和田火山噴出物と沖積層からな
 る。
 鉱床は曲屋沢層を帽岩として末広沢層に胚胎する鉱床古遠部細粒玄武岩岩脈を帽岩とする鉱
 床.於よび相内屠に胚胎する鉱床があり,6個の鉱体の胚胎の場が層位的に異ることを明らかに
 している。鹿角地域の黒鉱々床は!VS系構造帯に発達するが,相内地域では1VS系に主体を於き
 しかもE群系断層と交叉する破砕帯に鉱床が集中し,また曲屋沢層下部の地下等高線の形状と密
 接に関係することを指摘している。つぎに鉱石鉱物沿よび母岩の変質について詳細に研究し,鉱
 石の生成順序は,珪鉱→黄鉱→黒鉱→石膏の順で}鉱物の生成順序は黄鉄鉱,黄銅鉱閃亜鉛鉱
 方鉛鉱,斑銅鉱四面銅鉢砒四面銅鉱,硫砒銅鉱重晶石,硬石麟石膏,方解石の順を明ら
 かにしている。
 本地域の黒鉱の成園は(1)鉱床胚胎の場が沿の澄のの鉱床によって層位的に異ること,(2}古遠部
 粗粒玄武岩を交代する黒鉱寿よび黄鉱が発見された事実(3}古遠部粗粒玄武岩の活動時期が女川
 階中期以降一船川階であること。(4)曲屋沢屠と古遠部粗粒玄武岩が帽岩的役割を果していること,
 (5}鉱床の分布がノVS系の主構造帯とE財系断層系に支配されていること,(6)鉱床の形態が鉱液の
 母岩に対する選択交代に大きぐ支配されていることなどの事実から,鉱床は船川階の火成活動と
 成因的に関係をもつ浅熱水性の交代鉱床であると結論している。
 以上,石井康夫は現在鉱床学.上多くの重要問題をもつ黒鉱々床の成因について,明確な事実に
 もとづいて多ぐの知見を与えてかり.鉱床学、上貢献したものと認められる。
 また5編の参考論文は何れも黒鉱々床に関するもので1本論文の基礎となる重要な研究である。
 よって審査員一同は石井康夫提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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